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〔内容の要旨〕

日本において，「コミュニティ」をテーマとする研究

が活発な展開を示したのは1970年前後からであり，それ

は次のような背景によるものである。

即ち，産業化，都市化の急速な発展に伴い，都市にお

ける人々の生活に大きな変容があり，居住生活の場とし

ての地域社会の意義も問い直される必要性が生じてき

た。これと相まち，、$新しいlHJづくり''を地方行政の施

策の一つの柱としようという行政主向の意向が示され

た。このことから，近代の市民意識を基礎とした新しい

地域社会として意義づけられた「コミュニティ」の概念

が年代の終りに示され，これが一般化するとともに，多

くの研究が展開され始めたのである。

これらのコミュニティ研究の中には，「コミュニティ」

の語が一般化された経緯からも，これを伝統的な地域共

同体の対極として，特に現代の都市の生活において，地

域社会のあるべき姿，あって欲しい姿という当為概念，

期待概念として規定し，これに基づいた住民意識の問

題，或は，住民運動などによる「コミュニティ」への推

進過程の|{'１題などについての実証的な研究が多い。

一般に，「コミュニティ」の語義は，研究者により多

様に定義づけられ，その概念規定自体が研究の方法，展

開にも深く関連しているため，国の内外を問わず，研究

は多岐に拡散している。

木研究においては，「コミュニティ」を，素朴な実在

概念として規定する。それは，ややもすると社会的条件

により変化するであろう期待概念規定の陥りがちな不安

定性，非普遍性を避け，本来の社会科学としての対象

に，適合した概念規定を設定したいと考えたからであ

る。

本研究において規定する「コミュニティ」の概念を縮

約すると次の通りである。即ち，「居住生活を営む場(或

範域の地域）において，生活における共同性についての

意識を焦点とする住民集団」である。このように定義づ

けられたコミュニティは，住民の地域社会への関わり，

参与・行動を通して朶られる居住の地域における生活の



共同性の意識の構造により，種々の様相を示すものであ

ると考えられる。

本研究の目的は，このように定義づけられたコミュニ

ティの様態の把握にあり，フィールドとして設定した地

点において，住民の共同性の意識の多元的構造を詳細に

分析し，適確に把握することによって）その地点のコミ

ュニティの特性を明らかにすることであり，これを地域

の特性との関連において捉えることにより，他の地域へ

の類推，更には大都市における一般的傾向をも示唆する

ことにある。

コミュニティの様態の把握は，あらゆる角度からその

様相を詳細に描出することではなく，より帆好ましいコ

ミュニティ〃への展開~これを「形成」と称する－

を可能ならしめることを射程においたものであり，形成

の有効な方策は，現実の様態の適確な把握の中から見出

されるものと考えており，この意味で，様態を明らかに

しようというものである。

ここで，好ましい「コミュニティ」とは，全体社会や

行政側からの，いわば外在的期待の他に，住民による内

発的期待を踏まえたものであり，「形成」のための具体

的目標は，これらの期待と，「コミュニティ」の現実の

様態から推測し得る可能性を勘案して設定されるものと

考えており，したがって，それは画一的なものではな

く，或時点における個均の地域に特有の目標設定がなさ

れるべきであり，この目標に対し，各地域において，そ

れぞれの「形成」の方法が見出されるものと考えてい

る。

本研究はプ行動科学的立場において探究するものであ

り，アプリオリに理論を立て，これを検証するために実

査を行うのではなく，現実に存在する域地域について，

住民の共同性の意識を適確に把握すべ<，調査を行い，

統計的方法を適切に用い，可能な限りその多元的構造を

探り,、これによりコミュニティの様態を明らかにしよう

とするものである。

本研究において，フィールドとして選定した地域は，

東京における二つの市（武蔵野市，三鷹市）と一つの区

（台東区）の一部，及び一つの団地地区（三鷹団地）の

４地点である。この４ケ所の地点において，それぞれ糠

為の資料を蒐集すると共に，統計的に歪承なく抽出した

サンプルについての訪問面接調査を行い，地域社会への

参与・行動の意識などを尋ね，この回答についての詳細

な分析結果を中心としｊその他種だの調査結果を総合し

て，各地点のコミュニティの様態一（例えば包括性，

自律性，統合性の特性などによって表現lさ1れる）－

を，その地域の特性との関連において明らかにし，更に

コミュニティ形成の試案を示した。

本研究は，このように，ミク画の観点により，フィー

ルドとして設定した地点において，〃形成いを射程にお

き，共同性の意識の構造を解析することによりコミュニ

ティの様態を明らかに示すことに重点がある。したがっ

て，マクロの観点による都市社会全般についての明断

な，所謂「コミュニティ理論」を樹立することを目的と

していない。如何にして，好ましいコミュニティが出現

し得るかという具体的方策は，個々の地域のコミュニテ

ィの様態の適確な把握の基盤においてこそ見出せるもの

であり，この意味で，実態の適確な把握の方法が重要で

あることを示すところに重点があり，個々のコミュニテ

ィの様態を地域の特性との関連において捉えたことか

ら，研究の系として，大都市についての一般的特性，

"形成帆の方法への全般的示唆も示されるのであり，こ

れらは極めて概括的な粗描に過ぎない。

本稿は３部よりなる．

第１部は序論であり，ここにおいて，「コミュニティ」

の多様な概念，コミニュティ研究の系譜，本研究におけ

る概念規定，本研究の目的と視座乳研究の方法，を説明

する。

，第Ⅱ部は，本研究の中核的部分であり，フィールドと

して設定した地域における分析結果を示す。即ち，基盤

要素としての地域，住民，行政の概略，住民の地域社会

への〃関わり$)の意識（地域，行政，に対し，住民間に

おいて)，共同性意識の醸成に関連する諸行動への参与・

意識，について示し，続いて，質問調査の回答パタンを

総合的に分析して得られた共同性意識の構造を示す。次

いでこの構造に基づいて家られろコミュニティの様態の

特性を，地域属性との関連において示す。そして，住民

意識に焦点をおいた既存研究の再検討にも触れる。

第Ⅲ部は，コミュニティ形成の試案を示す。まず外在

的)０１待像を示し，次いで住)民による内発的期待を明らか

にする。そして，これらを踏まえ，第Ⅱ部で析出された

コミュニティの様相からみられる推進の可能性を踏ま

え，一般的な方策を示すと共に，個々の地域における具

体的１１標設定と方策による形成の試案を提示する。

このようにして進められた本研究によって示された，

大都市におけるコミュニティの様態の特性）及び形成の

方法について，２，８の主要点を示すと次の通りであ

る。’

都心に残存する伝統的な小商業地域とァ比較的新しい

給与生活者住宅地とはヅ共同性の意識構造が著しく異な






